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臨時株主総会の付議議案及び株主提案に対する 

当社取締役会の意見に関するお知らせ 

 

当社は、2023年８月22日付「株主による臨時株主総会の招集請求に関するお知らせ」において、当社

株主である株式会社マネジメント・サーベイ（以下「提案株主」といいます。）より、臨時株主総会の

招集請求に関する書面を受領したことをお知らせし、また、2023年８月28日付「臨時株主総会招集のた

めの基準日設定に関するお知らせ」において、2023年11月上旬を目途に、同年９月15日を議決権行使の

基準日とする臨時株主総会（以下「本臨時株主総会」といいます。）を開催すべく検討と準備を進めて

いる旨をお知らせいたしましたが、本日開催の取締役会において、本臨時株主総会の付議議案及び株主

提案に対する当社取締役会の意見について、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。

なお、本臨時株主総会の開催日時及び開催場所につきましては、提案株主からのご要望も踏まえ、実務

上可能な限り早いタイミングで開催できるよう引き続き検討しておりますので、決定次第お知らせいた

します。 

 

記 

 

１． 本臨時株主総会の付議議案 

 

 第１号議案（株主提案） 取締役永井清美及び同関冨直彦の解任の件 

 第２号議案（株主提案） 取締役４名選任の件 

※各議案の要領及び提案の理由については、別紙１において、提案株主から受領した2023年８月

16日付「臨時株主総会招集請求書」を原文のまま掲載し、また、別紙２において、第２号議案の

取締役候補者２名（候補者番号③及び④）について、当社代理人を通じて提案株主から受領した

2023年９月14日付「御通知」の該当箇所を抜粋し原文のまま掲載しておりますので、ご参照くだ

さい。 

 

２．株主提案に対する当社取締役会の意見 

 

当社取締役会は、以下の理由により、株主提案に係る第１号議案及び第２号議案（以下合わせて

「本株主提案」といいます。）に反対します。 

 



（1）当社の収益性及び企業価値の向上のためには、代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直

彦を含む現経営陣が当社の取締役として適任であり、本株主提案にて提案されている代表取締役

社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦の解任や、新たな取締役の選任の必要が全くないこと 

 

(i) 現経営陣による取り組みと成果 

代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦を含む現経営陣は、豊富な経験及び知識

を活かして、当社の事業の成長・拡大や収益性及び企業価値の向上に向けて日々尽力しており、

十分にその職責を果たしております。代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦は、

取締役に就任して以来、赤字体質であった当社を立て直し、８期連続で黒字を達成いたしまし

た。その後、2017年３月期に赤字を計上したものの、2018年３月期より再び６期連続で黒字を

達成し、コロナ禍においても、迅速な経営判断により業績を維持しました。今期につきまして

も、７期連続の黒字に向けて順調に業績が推移している状況であります。なお、新規事業につ

きましては、既存事業とのバランスを図りながら、事業提携、Ｍ＆Ａを含め様々な角度から挑

戦しております。Ｍ＆Ａにつきましては、2016年に株式会社ミツワ商会を子会社化しておりま

すが、その他業績に影響を与えるような実績は現時点において、株主の皆様にお知らせできる

状況には至っていないため、今後も重要課題の一つとして検討を進めてまいります。 

構造的需要減によりサービスステーションが減少していく中で、当社の構造改革による６期

連続の黒字化は、まさに現取締役会の構成員である取締役らの経営判断や当社従業員らの尽力

の賜物であると考えており、当社取締役会は引き続き従業員と一致団結して、収益性及び企業

価値の向上に努め、責任を持って利益を創出できる企業として成長を続けていけるよう努力す

る所存でございます。 

また、株主の皆様への配当につきましても、企業価値の最大化を目指しながら安定した配当

を継続していくという方針の下、12期連続配当を実現しております。 

 

(ii) 代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦は、当社の収益性及び企業価値の向上に

必要な資質を備えていること 

当社における取締役候補者の選定に関しては、当社の役員規程(内規)に定められた方針と手

続きに従い、業務経歴や実績、知見等を踏まえ、所定の基準に照らして、社外取締役及び社外

監査役を交えて慎重に審議を行った上で、当社の収益性及び企業価値の向上のために最適な人

物を選定することとしております。代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦に関し

ても、当該方針及び手続きに従って取締役候補者に選定され、株主の皆様のご承認を得て取締

役に選任されており、当社の収益性及び企業価値の向上にふさわしい資質を備えていると考え

ております。また、以下の観点からも、両名を解任すべきではないと考えております。 

① 代表取締役社長 永井清美 

代表取締役社長である永井清美は、1984年４月に当社に入社してから、当社の営業部門に

長く従事しており、現場に精通した豊富な経験と専門的知識を有しております。特に、代表

取締役社長 永井清美は、営業に対する豊富な知識、取引先との強固な信頼関係を有している

などの点で、当社になくてはならない人材であると考えております。 

② 専務取締役 関冨直彦 

専務取締役である関冨直彦は、1993年９月に当社に入社してから、同じく営業部門に長

く従事しており、現場に精通した豊富な経験と専門的知識を有しております。特に、専務

取締役 関冨直彦は、当社が2017年に実施した構造改革において、手腕を発揮し業績改善の



仕組みづくりに貢献し、その後も継続して業務の効率化に取り組み、業績改善に貢献して

おります。 

 

さらに、当社が掲げる経営方針（「①サービスステーションでのカーケア関連商品事業の拡

大と拡充を目指します。②新規事業の創出と推進を進めます。③人材の開発と育成に取り組ん

でまいります。④ＥＳＧ経営を推進いたします。」）の維持のためには、かかる経営方針を十

分に理解し、これまで同方針に沿って真摯に取り組んできた両名が、今後も当社の取締役とし

て継続して職務を遂行することが非常に重要であると考えています。 

 

以上の点から、代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦は、当社の中長期的な企

業価値の向上の観点から、当社の取締役として適任であり、解任すべきではないと考えており

ます。 

 

（2）本株主提案が承認された場合、一般株主の皆様を含む多くのステークホルダーの不利益となる恐 

れがあること 

 

当社の主たる事業であるカーケア関連用品販売事業は、高度の専門性及び取引先等との間におけ

る強固な信頼関係が要求される分野であり、代表取締役社長 永井清美及び専務取締役 関冨直彦を

含む現経営陣は、このような専門性や人的関係を兼ね備えた存在であります。 

両名が解任された場合には、取引先や提携先などとの間の信頼関係の維持等が困難となり、事業

継続への支障や業績の大幅な減退が生じることが明らかであり、両名を含む現取締役らによって築

かれた企業価値の大きな毀損につながるものと判断しております。また、従業員からの人望が厚い

両名が解任されることで、従業員全体のモチベーションが下がり、業務に支障が生じることも懸念

されます。 

 

以上のことから、当社取締役会は、本株主提案に断固として反対し、株主の皆様によって本株主

提案が否決されることが当社の企業価値の向上にとって最良であると確信しております。 

以 上



（別紙１） 

 



 

 

 

 



 



（別紙２） 

 

 


